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The detailed topographic and geological surveys have been carried out with Survey Vessel ’Takuyo’ 

and a unmanned automated survey craft ’Manbou' around the Kazan Retto in 1991～92. About the 
geological structure and the history of the volcanic activity at the Kazan Retto, the survey results are 

summarized as follows. 

(1) Because of the extent of the submarine erosion, the order of the volcanic eruptions around the 

Kita-Io Sima is①’the western longrise’，②Kita-Io Sima，③Funka-Asane. Because of the records of the 

volcanic eruptions and the diastrophism, the growth of the coral reef around the volcanic islands, the 

recent activity level about the eruption of the volcanos in the Kazan Retto is high in order of① 

Fukutokuoka-no”ba，②Io Sima，③Funka-Asane. 

(2) After forming the submarine staratovolcano, Io Sima has experienced the large collapse at the 

south part of the volcano, the forming a caldera on its top and the aggradation of them. The blank of 

the volcanism turned out at 500～800 year B.P. around Io Sima. Recently the western and northwestern 

part of the coast is upheaving lively, the sandy beach at’Ido-ga Rama' is expanding rapidly. The 

average upheaving velocities of cays are 12cm/year at Kangoku Iwa, 16cm/year at Kama Iwa, lOcm/year 

at Hanare Iwa and 0.5cm/year at Higasi Iwa. 

(3) The volcanic activity of Minami-Io Sima has closed, Fukutokuoka-no・bavolcano is active now. For 

the short period the magma type has been changed into the alkalic magma type. Volcanic rocks released 

from Fukutokuoka-no-ba in 1992 belong in the alkaline rock series. The blank of the volcanism turned 

out at 200～450 year B.P. around Minami-Io Sima, then the coral reef grew around its coast. 

1. はじめに

火山列島は東京からおよそ1200km，伊豆一小笠原

海嶺の中軸をなす七島一硫黄島海嶺の南端に位置す

る（Fig.1 , Fig. 2 ）。北から北硫黄島，硫黄島，

t Rec巴ived15th November 1993 

＊沿岸調査課CoastalSurv巴yand Cartography Division 

南硫黄島の順に火山島が配列していて， 1891年に当

時の日本政府によって， 日本領とすることを公示さ

れた。

北硫黄島（Photo1）は周囲約8km，南北約3.3km,

東西約2.lkmの楕円形の小島で，島の頂は海抜792m
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Fig. 1 The location map of the Kazan Retta. 

である。北硫黄島の海岸は，急、映な海食崖とその前

面に発達する喋浜によって形成されている。島の中

央部には南北に連なる出峰があり，この稜線南部に

は最高頂の神ケ峰があり，新期北硫黄火山の一部を

成している。稜線北部の海抜538mの峰は，古期北硫

黄火山の山体の一部に当たる（菊池・今泉， 1984）。

北硫黄島はかつて帰属前は「サン・アレサンドロ

島」と呼ばれ，1899年から太平洋戦争以前までの聞は

島民が生活していたが，現在は無人島である。北硫

黄島自体は有史以降の噴火記録は無いが，その西方

沖に存在する噴火浅根は1880年以降しばしば噴火の

記録がある（岩淵，1989）。

硫黄島（Photo2）は周囲約22km，南北約8km, 

東西約6kmで北東一南西に長〈，島の面積は約22km',

頂は摺鉢山で海抜161mである。1940年には村制が施

行されたが， 1944年に強制疎開， 1951年に米国に施

政権譲与， 1963年に返還され東京都小笠原支庁の所

管となった。

硫黄島の地形は北東部の台地状火山体の元山，南

西部の角錐台状の火山砕屑丘の摺鉢山と，これらを

連結する三角形の砂地の千鳥ケ原地i峡により構成さ

れている。硫黄島の海岸線は島の著しい隆起と海岸

侵食，漂砂によって大きく形を変えている。島の東

方には東岩，島と砂州で連結した釜岩の北側には監

獄岩と呼ばれる岩礁がある。

硫黄島は現在なお活動を続けていることを示す噴

気孔や水蒸気爆発による陥没孔など，特異な地形が

随所に見られる。硫黄島の火山活動は活発な地形変

動を伴い，島全体が著しい隆起運動を継続している。

最近では，元山地亙で内陸部より海岸付近の方が隆

起量が大きし摺鉢山地匿と元山地区の内陸部は隆

起量が少なくなっている（Fig.3）。また，貝塚ほか

(1981）は，元山地区の頂部（海抜108m）で採取さ

れた造礁サンゴのHC年代が500～800Y.B.P. （大八

木・熊谷， 1977）という値を用いて，元山地区の平

坦化の時代は500～800年前で，その後の平均的隆起

速度は15～20cm／年としている。

南硫黄島（Photo3）は東西約1.9km，南北約2.2km,

海抜916mのほぼ円錐形の火山島である。火山列島の

中で最も標高が高〈，島の面積は約3.5lkm'，周囲約

7.5kmでおある。 1891年に帆船で3人が漂着し，救助さ

れるまで4年間生活した記録はあるが，現在は無人

島である。南硫黄島には噴火の記録は無いが，溶岩

流と火山砕屑性堆積物との五層およびそれを貫く岩

脈からなる成層火山である（湯浅・玉木， 1982）。福

山（1983）は南硫黄島の溶岩流と岩脈の熱残留磁化

方位がすべてノーマルで、あることから，古くとも数

十万年前までに小規模な楯状の火山島を形成したと

している。

南硫黄島の北北東約 5kmにある福徳岡ノ場は

1904, 1914, 1986年に活発な海底噴火を起こしてい

る。それぞれ高き約150m, 120m, 10 mの新島が出

現したが，いずれの時も数カ月から十数カ月で波食

により水中に没している。最近の火山活動の内，1986
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Photo 1 The view photograph of Kita-Io Sima. The view direction is from east. 

Photo 2 The view photograph of Io Sima. The view direction is from southwest. 

Photo 3 The view photograph of Minami-Io Sima. The view direction is from east. 
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Fig. 3 The distribution map of the volcanic 
upheaving of Io Sima. 

年1月の福徳岡ノ；場の噴火は，マクοマ水蒸気爆発を繰

り返し，軽石からなる火砕丘の小島を造り上げたが，

1986年3月には波食により島は消滅した。この時噴出

した軽石は，南硫黄島に大量に漂着し，小笠原諸島

の父島や速く南西諸島の八重山群島や沖縄本島で、も

漂着が確認されている。

1992年11月10日の福徳岡ノ場の小規模な噴火は，

軽石等の産状からマク、、マ水蒸気爆発であると推察さ

れる。 i噴火現象そのものは撮影されていないが，淡

緑色の変色水と，軽石と見られる噴出物が長さlOkm

Table 1 The Chemical analyses of the volcanic 
rocks released recently from 
Fukutokuoka-no-ba. (wt%) 

よ求ぐ 1 9 8 6年の噴火 1 9 9 2年の噴火No.7-3 7-4 92111001 92111002 

Si02 57.22 59. 36 59.38 59. 59 
Ti02 0.50 0.53 0.53 0.53 
Al20s 16.27 16.88 14. 52 14. 98 
Fe20s 4. 72 4. 51 5.60 5.63 
ldnO o. 13 o. 14 0. 14 o. 15 
ldgO 2.63 l._73 3.45 3.31 
Cao 3.91 2.93 4. 70 4.72 
Na20 6.30 6. 17 5. 02 5.29 
K20 4.21 4.51 3.94 3.90 
P205 0.20 o. 21 0. 27 0.29 

合計 96. 09 9古.97 97. 55 98. 39 

単位：（曹t%)

幅3kmの帯状に広がっているのが確認された。その時

の噴出物は全岩化学組成分析の結果， 1986年に噴出

したものとほとんど同じであり，アルカリ系列安山

岩に属する（Table1）。

火山列島の3島はいずれの島もその地理的事情に

より，これまでの地球科学的研究例は数少ない。水

路部は1986年から「離島の海の基本図j測量の一環と

して，南方諸島及び南西諸島の離島周辺の海底地

形・地質の調査を実施している。 1991年には硫黄島・

南硫黄島， 1992年には北硫黄島の調査を行った。海

底地形調査は主に，測量船「拓洋jのナローマルチ

ビーム測深機（シービーム）を用いた。島の海岸線

近くでは「拓洋j搭載のjRIJ量艇の音響測深機を，北硫

黄島の西方沖の噴火浅根と南硫黄島の北北東沖の福

徳岡ノ場では，自航式ブイ「マンボウjを用いて測深

した。海底地質構造調査は，測量船「拓洋Jの深海用

音波探査装置（エアカ、、ン）と3.5kHz表層探査装置

を用いた。

本研究では，シービームにより得られた海底地形

とエアガンによる音波探査解析結果を詳解し，火山

列島の地質構造と活動史ついての考察したい。
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Fig. 4 The bathymetric chart around the Kita-Io Sima. The scale of the existent chart is 1/50,000. 

た岩脈であろう。島のさらに西方約3.5kmには噴火浅

根の高まりがあり，現在の最浅水深は14mである。

さらにその西側には水深450mの凹地を挟んで最浅

水深40mの南北に細長い台地状の高まりが存在す

る。この台地状の高まりは，古い海底火山の頂部が，

氷河期を通じた長年の波食により浸食されたものと

考えられる。噴火浅根を取り巻く問地とさらにその

周りの地形的高まりは，一見するとカルデラの様で

高まりの侵食の度合いにかなりの差があ

るので，一回の噴火によって形成されたカルデラで

はないようである。

よって，北硫黄島周辺の火山活動は時代の古い順

に①台地状の高まり，②北硫黄島，③噴火浅根と移

り変わってきたと考えられる。

Fig. 5に北硫黄島周辺海域の海底地質構造国を，

Table 2に音響的層序区分の一覧表を示す。地質構

もあるが，

前記したように北硫黄島自体には噴火記録は無い

が，島は玄武岩質溶岩と火山砕屑物の互層からなり，

島の周囲には切り立った波食崖が発達している（菊

池・今泉， 1984）。特に島の南西端には，典型的な崖

錐地形がみられる。海岸には離水サンゴは見受けら

れないが，現在の島の周囲には111日50～lOOm程の裾礁

が形成されている。Fig.4に示したように，島の周囲

の水深lOOm以浅には波食による平坦面が形成され

2.北硫黄島周辺海域の地形・地質

ている。この浸食地形から元の火山島の地形を復元

すると，南側が大きく北側が小さいひょうたん型の

火山体が想、い浮かぶ。波食される前は南北5km，東

西3.5km手呈の島であったであろう。

北硫黄島の北端の北ノ岬の西方約lkm，距岸約600

mの鮪浅根の最浅水深は14mてコ波食に耐えて残っ
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上の巨大な火山体で，今回の調査海域は水深1,000m

以浅の出休部である。硫黄島はこの火山体の山頂部

が海面に現れた部分である。硫黄島の陸上地形，特

に海岸線変化は著しし 1911年当時西海岸の沖1.2km

にあった釜岩は， 1968年に硫黄島との関に形成され

た砂川！の成長により結合し，

1978年には結合部の最小！隔が205mになった。 Fig.6

に示すように， 1991年にはさらにその結合部が拡大

し，井戸ケ浜が北方へ迫り出している。また短期的

(2～3ヶ月毎）には，南西海岸で汀線が前進する時

期には南東海岸で後退し，南西海岸で汀線が後退す

る時期には南東海岸で前進する関係にある（重村ほ

か， 1984）。

硫黄島周辺の海底地形（Fig.7）は，硫黄島を中

心としてはほ同心円上に等深線が取り囲んでいる。

沿岸部の海底地形を見ると，水深50m以浅に島を取

トンボロが成長して，

造については，北硫黄島の南西沖約6km付近に， VK

層の高まりが作る急斜面に沿って北北東一南南西方

向の西落ち断層が認められる。火山活動により形成

された火山岩類VK層の活動前には，第三紀層に相

当するIVK層が堆積していたと考えられる。 VK層の

活動はIVK層の堆積層を貫き， III！｛層と IIK層は VK層

を起源とする火山性砕屑物である。 VK層に相当する

火山活動は，休止期をはさんだ段階的なものであっ

たらしく，それぞれの活動に伴って， IIIK層及ぴlh層

が堆積したと思われる。また， IIK層は台地状の高ま

りの西側で欠如するので，供給源がより東側に存在

すると考えられ，噴火浅根もしくは北硫黄島が供給

源である可能性が高い。

3.硫黄島周辺海域の地形・地質

硫黄島は水深2,000mからそびえ立つ直径40km以



26 ／（，αzuki WA TANABE 

Table 2 A catalog of acoustical stratigraphy. 

地層 二iじ訪琵重量f島
区分 記録の特徴 周厚

I K （識別不能）

II K やや連続する縞状パターン 60目前後

m K層， IVK周を覆う 最大lOOm以上

透明層で，内部には淡い

filK 不連続な縞状のパターン 100目前後

II K屑に覆われる

IV K 不透明な散乱状のパターン 最大300回以上
II K盾， EK層に覆われる

VK 強い散乱状のパターン 不明
音響的基盤盾である

地層 あ琵重量t差言語
区分 記録の特徴 周厚

I I 淡く抜けるパターン 10～15田

II I 所々周辺面を伴った散乱状パターン 40～50m 
IV z層が露出する海域を除き広く分布 最大100田

m, 内部反射面や乱堆積状の反射函 最大250m

摺鉢山の南方海域に分布する

IV I 強い散乱状パターン 不明

音響的基盤層である

地層 南硫黄島

区分 記録の特徴 層厚

IM （識別不能〉

II M やや濁った縞状パターン 50～80田前後
filM／富， IVM層を覆う 最大140田

班M 比較的透明なパターン lOOm 

ほとんどEM層に覆われる 最大150m

IVM 散乱を伴った不透明なパターン 不明

音響的基盤層

注〉海底下の堆積物及び岩石中の音波伝播速度は，水
中と同じ1.500田／secとした。第 I層は最終氷期最大
海退期の堆積物とし，第 I層を剥ぎ取って地質分布
図を作成したが， 3.5kHz表層探査記録の解析の結果，
硫黄島以外の調査海域では識別不可能であった。

Table 3 A catalog of acoustical stratigraphic 

divisions and geological age. 

岩 音波探査層相
時代

相 北硫黄島 硫黄島 南硫黄島

現世 I K I I IM 

機 第四紀 II K II I II M 

積 更新世
正山玉 取K m, filM 

類

新第三紀 鮮新世 IV K 

火
成 第四紀 VK IV I IVM 

岩

類

北ノ鼻

Fダ~づグ
釜岩

Fig.6 

硫黄島

．．争 凡例． 
ー一一一一一一－ 1991 

・＂＇）＇二ふ唱h 1981 
，， 

海岸線比較図 (1981年～1991年〉

2km 

The comparison map of the coastline of 

the Io Sima since 1981. 
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Fig. 7 The bathymetric chart around the Io Sima. Th巴scaleof the existent chart is 1/50, 000. 
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Table 4 The measurements of the height of 

cays around Io Sima and the average 

volcanic upheaving velocity. 

水上岩 高さ 由起量 期 関 平均箇起適度

監獄岩 8 2→15.拍 1. 2司 1934～91年（571手間） 12ce／益事

量岩 9 9-11.5 J.6商 1981～例年(JO年間〉 16cm/l手

鰻岩 18.0→19 0 1.自国 1981～例年00年悶〉 IOc•／年

東岩 5.1→ 5 4 0 S• 1934～例年（51年悶｝ 0.5ca／年

手法 最大箇起量 鯛 関 平均隆起連度 文献

靖国サンゴ 500～800年前 15～20ca／年 大八木・餓主主(1911)
.. C年代 から現在まで 民壇ほか(1981)

水拳測量 9 21 1949～何年(19年間〉 51c•／年 国土地理院

辻ほか(1969)

水白色測量 2.86• 1968～18年00年悶｝ 20～31l<a／年 東京都
11、車ほか(1979)

水単測量｛聾岩 s.o阻 1968～82年04年燭〉 l3c•／年 国土庁(1983)
北由花，温泉浜〉

り囲むような平坦面が形成されている。この平坦面

は現在の海水面下で形成された海食台および、堆積平

担函と考えられる。硫黄島を取り囲む最も特徴的な

海底地形は，元山を中心に半径およそ 5kmの同心円

上に配列しているいくつかの高まりである。これら

の高まりがその峰線が円弧方向に沿っていること，

中でも東岩や監獄岩で、は元山側に急崖が形成されて

いることから，硫黄島火山はこれらの高まりを外輪

山とするカルデラ地形を呈しているものと考えられ

る。

Fig. 8に示した海底地形概念図から，硫黄島の北

側と南側にはそれぞれ2本ずつの谷地形が存在し，

北東側と西側には馬蹄形の地形や舌状に張り出した

地形，緩やかな谷地形が所々認められる。馬蹄形を

した地形の内，最も顕著なものが監獄岩西側に認め

られ，音波探査の結果から判断して，これらの地形

群は崩壊地形（岩屑崩壊）であると考えられる。摺

鉢山南方沖には，音波探査記録断面lこW型に現れる

過去の大規模な山体崩壊地形が存在したが，現在は

厚き300mの堆積物により埋めつくされている（Fig.

9）。

Fig. 10に硫黄島周辺海域の海底地質構造図を示

す。硫黄島周辺海域の海底地質は，第四紀更新世～現
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Fig. 9 The single-channel s巴ismicprofile along 

a line A-B off Suribati Yama of the Io Sima 
in Fig.7. 

世に噴出した火山岩類(IV，層），主に更新世に形成さ

れた下部および上部火山砕屑物（III，層およびII,

層），現世の沖積層（ I I層）からなる。 IV，層は音響

的基盤層であり，大きく起伏する海底の岩礁地形を

形成している。 III，層は摺鉢山南方沖に分布し， W型

の大規模な山体崩壊地形を埋めている。 II，層は水深

250m以深に広〈分布し，表層探査記録から識別され

たII層は，硫黄島周辺の浅海域に分布する。音波探

査記録上で明瞭な断層，摺曲構造は識別できなかっ

た。

Table 4に硫黄島周辺の水上岩の高き測定結果

と，これにより求められた平均隆起速度を示す。水
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!OX. 

• rv，層 図面 E 層 区3II＇層 日 11 層

件マア m，層分布範凶

Fig. 10 The submarine geological structural chart around the Io Sima. The scale of th巴exist巴ntchart 
is 1/50, 000. 

上岩の高きは風化作用や波食により年々低くなると

考えられるが，測定した 4つの水上岩は過去の測定

値に比べいずれも高くなっている。硫黄島西方の監

獄岩は1934年の測量で高さ8.2mであったものが，

1991年のjffl］量では高き15.4mに，釜岩は1981年の測

量で高き9.9mであったものが，1991年には高さ11.5

mとなっている。離岩は1981年の測量で高き18.0m

であったものが1991年には高さ19.0mに，東岩は

1934年の測量てや高さ5.lmであったものが， 1991年に

は高き5.4mとなっている。したがって，平均すると

監獄岩は12cm／年，釜岩は16cm／年，離岩はlOcm／年で、

隆起していることになる。一方，東岩の隆起速度は

0.5cm／年と小さい値である。

4.南硫黄島周辺海域の地形・地質

北硫黄島同様に南硫黄島にも噴火記録は無いが，

島は玄武岩質溶岩と火山砕滑物の互層からなり，島

の周囲には切り立った波食崖が発達している（福山，

1983）。海岸には離水サンゴは存在せず，現在の島の

周囲にもサンゴ礁は存在しない。 Fig.11に示した

ように，島の周囲の水深50m以浅には波食による乎

坦面が形成されている。この浸食地形から元の火山

島を復元すると，侵食前は直径 3.5kmのほほ、円形の

火山島であったであろう。
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Fig. 11 The bathymetric chart around the Mimami Io Sima. The scale of the existent chart is 1/ 
50,000. 

南硫黄島周辺海域の海底地形には，直径2km程度

の小規模な高まりが多く，いずれも第四紀の火山体

であると考えられる。これらの火山体の中で最大の

ものが南硫黄島北北東沖の福徳岡ノ場である。 1991

年7月の調査では福穂間ノ場の最浅水深は14mであ

る。南硫黄島南方の直佳数百mの小さな山体は，火

山体の崩壊により生じた「ながれ山」の可能性もあ

る。①南硫黄島，福徳岡ノ場とその北の水深120mの

高まりの列と，②南硫黄島東方沖の水深464mと601

mの高まりと福徳岡ノ場東方の水深340mと366mの

高まりの列は，北北東南南西方向に配列している。

①の福徳岡ノ場を含む列が現在活動中の火山列とす

ると，②の高まりの列は過去の活動期に形成された

火山列であろう。

顕微鏡観察の結果（Table5），南硫黄島の西岸に

露出した岩脈を形成する岩石はアルカリ玄武岩であ

り，海底からドレッジにより採取された岩片にも，

アルカリ玄武岩が数多く含まれている。南硫黄島周

辺海域の音響的基盤層であるIVM層は，南硫黄島お

よび福徳間ノ場等の第四紀火山に対比され，この海

域に広〈分布するIHM層と IIM層は，その第四紀火山

を起源とする火山性砕屑物に対比される（Fig.12）。

IVM層を形成した火山の活動は，小規模な休止期を

はさんだ段階的なもので，それぞれの活動に伴って

IHM層と IIM層が堆積したものと思われる。南硫黄島

南西沖に南北に軸を持つ谷地形の西斜面に沿って，

長さ1400m東落ちの断層が確認された以外，断層や

祷曲構造は音波探査記録からは認められない。

南硫黄島の西海岸で採取した2つの造礁サンゴ片

について， 14C法により年代測定を行った結果を

Table 6に示す。このサンコ守片は過去に南硫黄島の

海岸周辺に生息した造礁サンコ’が波浪により破砕き
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Fig. 12 The submarine geological structural chart around the Minami-Io Sima. The scale of the 

existent chart is 1/50, 000. 

れ，海岸に打ち上げられたものである。この年代測

定結果から，今からおよそ数百年前頃には，南硫黄

島周辺はサンゴが成長できる環境にあった。すなわ

ち火山性砕屑物が降り注ぎ，サンゴの生育を妨げる

ような環境でない時代が数百年前にあったと考えら

れ，この火山活動の小規模な休止期が前記したIIIM

層と IIM層の境界の時期にあたる可能性もあるが，

現時点では明言はできない。

5.火山列島の地質構造と活動史ついての考察

(1) 火山列島の火山の活動頻度について

北硫黄島周辺には生きたサンゴ礁（裾礁）が存在

するのに対し，硫黄島と南硫黄島周辺には生きたサ

ンゴ礁は存在しない。硫黄島にサンゴ礁が存在しな

い理由としては，島の周囲のいたるところで湧出し

ている変色水と，海岸侵食により生じた流砂が，サ

ンゴの定着と繁殖を妨げていることが考えられる。

波食崖の発達した北硫黄島の周辺に裾礁が存在する

のに対し，同様に波食崖の発達した南硫黄島の周辺

には生きたサンゴ礁は存在しない理由としては，南

硫黄島北北東沖の福徳岡ノ場が現在もなお活発に活

動していて，噴出した軽石が大量に南硫黄島に漂着

し，サンゴの定着と繁殖を妨げていることが考えら

れる。つまり，噴火浅根の噴火活動が北硫黄島周辺

のサンゴの生息を妨げていないことを考えると， i噴

火浅根は少なくとも北硫黄島にサンゴの定着と繁殖

を続けられたある程度の期間は，大量の軽石を噴出

するような大規模な噴火活動は行っていないことに

なる。

また，国土庁（1983）による硫黄島における最近

の噴火活動は，水蒸気爆発であり，溶岩や軽石の流

出のような本格的なマグマの地表への噴出が無かっ
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Table 5-1 The lithological description of the 

volcanic rocks from three volcanic 

islands in th巴 KazanRetto and the 

volcanic rocks dredged around them. 

(1/2) 

島試料 記 戟

南海岸 岩石名：アルカリーカンラン石玄武岩
〈凝灰角 組織：ハイアロオフィティック組織
北磁岩中 E旺品：：カンラン石，チタン普通栂石，斜長石，不透明鉱物
硫の角様〉 石基：斑晶鉱物の小片．ガラス

貨 斜方卸石を含まないアルカリ岩系列に属する

島
随 岩石名：カンラン石玄武岩
上南海岸 組織：間紋状組織

岩脈 111品：；カンラン石．普通嫁石．斜長石，不透明鉱物
石基：斑品鉱物の小片，ガラス

斜方輝石を含まないアルカリ岩系列に属する

岩石名：ガラス質毅石
ドレッ :.i 組織：多孔質で斑品をほとんど含まない
試料 斑品：普通締石，斜長石．不透明鉱物
No. 2 石基：ガラス

斜方輝石を含まないアルカリ岩系列に属する

岩石名：アルカりーカンラン石玄武岩

北ドレッジ 組織：問粒状組織
疏 試料 斑品：カンラン石，普通輝1'i，斜長石，不透明鉱物
賞 No.4 石基：斜長石，普通卸石
烏 斜方輝石を含まないアルカリ岩系列に属する

1'f’ 
辺同、 岩石名：ガラス質玄武岩
海ドレッグ 組織：ハイアロオフィティッタ組織，多孔質

域試料 斑品：普通輝石，斜長石，不透明鉱物
No. IO 石基：ガラス

斜方輝石を含まないアルカリ岩系列に属する

岩石名：ガラス質軽石
ドレッヅ 組織：多孔質で斑品をほとんど含まない
試料 斑品：普通鰐石，斜長石，不透明鉱物

No. 16 石基：ガラス
斜方銀石を含まないアルカリ岩系列に属する

岩石名：ガラス質単斜輝石デイサイト
東海岸 組織：斑状組織
硫 No. I 斑晶：斜長石（アルバイト）．単斜輝石
黄 石基：J事～茶褐色のガラス（弱い流理締造）， 7パタイト
烏

陸 岩石名：デイサイト質軽石凝灰岩

上東海岸 組織：栂成粒子の淘汰は惑し空隙や軽石の配5日jは不規RI
No. 2 構成粒子：波滴状ガラス粒子，斜長石（アルバイト〉．

単斜鱒石，アパタイト

Table 6 The 14 C age of the fragments of the 

reef coral gathered from the west coast 

of Minami-Io Sima. 

試料 年代測定結果

A 350± 80年B.P. 

B 290±80年B.P. 

Tab！巴 5-2 The lithological description of the 

volcanic rocks from three volcanic 

islands in the Kazan Retto and the 

volcanic rocks dredged around them. 

(2/2) 

島試料 記 戦

岩石名：アルカリ玄武岩
組織：間粒状組織

北海岸 斑品：チタン普通輝石，カンラン石，斜長石．不透明鉱物

陶 石器：チタン普通輝石．斜長石，不透明鉱物．ガラス

E匙 斜方締石を含まないアルカリ務系列に詞する

t員
島 岩石名：アルカリ玄武岩

飽 組織： lllJ粒状組織
上西海岸 斑品：カンラン石，チタン普通輝石．斜長石．

岩豚 不透籾鉱物（チタン鉄鉱〉

石基：チタン普通輝1'i，斜長石，
不透切鉱物（チタン鉄鉱｝

ドレッジ 岩石名：アルカり玄武岩

試料 組織：境問状組織．サプ・オフィティック組織

No. 7 斑品：カンラン石，チタン普通隊石，斜長石，チタン鉄鉱
南 石基：チタン普通陣石，斜長石，ガラス

E晶
黄ドレッジ 岩石名：アルカリ玄武岩

島試料 組織：半品質（hyalocrystalline) 
jljt No. 10 斑品：チタン普通輝石，斜長石
合 石義：ガラス

海
域ドレッ :.i 岩石名：アルカリ玄武岩
試料 組織： ~車問状組織
No. 12 斑品：カンラン石，チタン普通輝石．斜長石

石基：ガラス

岩石名：ガラス質軽石
1986年 総織：多孔質で斑品をほとんど合まない

2月18日 斑品：カンラン石，チタン普通輝石，斜長石，不透明鉱物
舗 に噴出 石基：ガラス

徳 斜方輝石を含まないアルカザ岩系列に属する

関

ノ 岩石名：ガラス質軽石

場 1992年 組織：多孔質で斑品をほとんど含まない

llJl 10日 斑品：チタン普汲輝石．カンラン石，斜長石．不透明鉱物
に噴出 石基：ガラス

斜方輝石を含まないアルカリ岩系列に属する
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Fig. 13 The 3 dimensional image view map of the Kita-Io Sima. The view direction is from south. 

Fig. 14 The 3 dimensional image view map of the Io Sima. The vi巴wdir巴ctionis from south. 

Fig. 15 The 3-dimensional image view map of the Minami Io Sima. The view direction is from south. 
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たことを考えると，現在の噴火活動の頻度は福徳岡

ノ場，硫黄島，噴火浅根の順に高いと言える。

(2）硫黄島火山の発達史と隆起運動

硫黄島の発達史は，円錐形海底火山の形成，円錐

形火山の南側での大規模な崩壊，この崩壊地形の埋

没とカルデラの形成，カルデラ北東壁（外輪山）の

崩壊，元山及び、摺鉢山の噴火活動によるカルデラの

埋積，島（山頂部）の隆起と西斜面の崩壊の）I買と考

えられる。貝塚ほか（1981）によると， 500～800年

前の硫黄島（火山体山頂部）の隆起が本格化する前

に，現在の元山地区上面に海面が停滞し，サンゴ礁

の発達と元山地区の平坦化が行われた。サンゴ礁が

発達したことは，隆起運動等の地殻変動が鈍〈，変

色水の湧出活動や火山性砕屑物の流入が無かったこ

とを意味し， 500～800年前に硫黄島の火山活動が小

規模な休止期にあったことを表している。

最近10年間の隆起運動で，硫黄島西方の監獄岩は

12cm／年，釜岩は16cm／年，離岩はlOcm／年で、隆起して

いるのに対し，東岩の隆起速度は0.5cm／年と小さい

値である。Table4にまとめたように，かつては元山

が隆起運動の中心であったが，最近の隆起運動の中

心は釜岩周辺の西～北西海岸付近に，移ってきてい

るようである。

(3）最近の噴火活動とマク、、マの変化

南硫黄島南方海底には古い単成火山や「ながれj山

地形が存在するが，南硫黄島とこれらの火山は，海

食崖の著しい発達からみても活動を停止して久し

し噴火の中心は北側の福徳岡ノ場に移っている。

南硫黄島の海岸周辺でも， 200～450年前に造礁サン

ゴが発達したと考えられ，火山性砕屑物が蜂り注ぎ，

サンゴの生育を妨げるような環境でない時代があっ

たと考えられる。すなわち，火山活動の小規模な休

止期が，前記した硫黄島の火山活動の休止期のすぐ

後に存在した可能性がある。（14c法による年代測定

の誤差を考えると，この「南硫黄島の200～450年前j

と「硫黄島の500～800年前」という年代は，今からお

よそ数百年前頃と同時期になる可能性があるが，現

時点では年代測定値の数が少ないので明言はできな

さらに興味深いことに，この聞に噴出するマグマ

がアルカリの多いものに変化したことである。現在

活動中の福穂岡ノ；場，硫黄島，噴火浅根を構成する

岩石はアルカ IJ岩で，それより古い北硫黄島と南硫

黄島は非アルカリ岩もしくはアルカリ岩の中でも比

較的アルカリの少ないものであるので，この地域で

はなんらかの共通した原因でマグマが変化または置

換されたに違いない（Table7）。小坂ほか（1990)

は，火山列島付近においてアルカリに富んだ、マク、、マ

が生成される環境は，テクトニック場の時間変イ七と

密接に関係があると推測している。

6.おわりに

本論中の調査・研究に従事した水路部の堀井良一

氏，阿部則幸氏，明石龍太氏，楠勝浩氏，守永健夫

氏鈴木英一氏，渡辺義和氏には資料の提供と多く

の助言を頂いた。ここに明記して謝意を表します。
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